
三宅島の象徴的顧客像（ペルソナ）を設定

第３回島会議では、島に来てほしい「象徴的顧客像（ペルソ

ナ）」について議論。ペルソナは、「20代から30代前半の独身

女性」と「30代後半の子育てファミリー」で、あるがままの自

然を魅力として感じる人に設定されました。

東京の11の島々には、雄大な自然景観や魅力的な特産品、島な

らではの独自の伝統・文化など、様々な宝物があります。2018

年度に開始した「東京宝島事業」は、東京の島々が有するこれ

らの宝物を、島の住民が主体となって磨き上げ、広く発信して

いくことで、東京島しょ地域のブランド化を目指す取組です。

2018年度は、大島・神津島・三宅島・八丈島の4島で、現地の

事業者等が参加し、島のブランド化に向けた議論を行う「島会

議」を実施しました。

以下では、三宅島における2018年度の取組を振り返ります。
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三宅島の宝とは？ 島の宝について検討

第１回島会議では、「島の宝」について議論が交わされました。

参加者からは、海や巨木、アカコッコといった自然や、テング

サ、明日葉等の特産品、季節ごとの祭りなど、様々な魅力ある

資源が拳がりました。中でも、多くの参加者が三宅島の「宝」

として挙げたのは「火山」。約20年周期で噴火する「火山」は、

島の自然・歴史・文化の中心に存在するシンボルであるため、

三宅島が誇る特筆すべき宝として選ばれました。

第2回島会議は、都心に場所を移し、大島・神津島・八丈島と合

同で実施しました。都心でブランド化に成功している企業や施

設の視察、地域ブランディングの専門家による講義を通してブ

ランディングの先進事例を学習。ここで得た知識を参考に、第3

回以降で三宅島固有の魅力的な個性（＝らしさ）を更に磨き上

げていきます。
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続く第４回島会議では、「ペルソナに伝えたい島の宝物」につい

て議論。島のシンボルである「火山」を中心に、「島内の人との

交流（価値の共有）」「むき出しの自然」「神社」「祭」「食」

などが、伝えていきたい宝に挙げられました。

三宅島のブランドコンセプト・アクションプラン

第5回島会議では、三宅島のブランドコンセプトとアクションプ

ランを議論。

島のブランドコンセプトは、「五感を呼び覚ます、火山とともに

過ごす島」。

荒々しい自然の中にある、火山島ならではの大地、海、食、神事、

生活などの魅力を表わしています。

アクションプランは、三宅島を訪れる観光客の3つの行動「歩

く・学ぶ・食す」に着目し、３つのプランを設定しました。

1. 島内のジオスポット巡りや、ガイドと共に雄山などを歩き

ながら火山エネルギーに触れる「火山を歩く」プラン。

2. 神社やパワースポット巡り、島の方と語らいの中から、暮

らしや文化の多様性を学ぶ「火山を学ぶ」プラン。

3. 三宅島の農業を通じて島の人と積極的に交流する「グリー

ンツーリズム」の要素を取り込む「火山を食す」プラン。

いずれも、三宅島の宝である「火山」を軸に、「五感を呼び覚ま

す」体験を提供するものです。
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東京宝島ミュージアムでのプレゼンテーション

2019年3月22日に、東京ミッドタウンにおいて東京宝島ミュージ

アムが開催されました。この中で、島会議参加者が本土の事業者

等の来場者に向け、ブランドコンセプトとアクションプランのプ

レゼンテーションを行いました。

（東京宝島ミュージアムのレポートは「こちら」）

プレゼンテーション後、アウトドア系企業や活魚輸送を扱うリー

スメーカー、ICT（情報通信技術）企業など、プレゼンの内容に

関心を持った様々な企業と意見交換が行われ、今後のビジネス

マッチングのきっかけづくりになりました。
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2018年度 三宅島の取組

2018年9月18日 第1回島会議｜島の宝について検討

2018年10月23日 第1回 東京宝島会議（全体会議）｜11島合同

セレモニー

2018年10月24日 第2回島会議｜4島合同のフィールドワーク、

地域ブランドに関する講演

2018年11月29日 第3回島会議｜象徴的顧客像（ペルソナ）につ

いて検討

2018年12月13日 第4回島会議｜島ブランド・コンセプトシート

の作成・アクションアイデアの検討

2019年1月29日 第2回東京宝島会議（全体会議）｜ブランドコン

セプト・アクションプランの中間発表

2019年2月13日 第5回島会議｜ブランドコンセプト・アクション

プランのブラッシュアップ

2019年3月22日 東京宝島ミュージアム｜プレゼンテーションを

実施

「火山」を中心とした三宅島の宝物をさらに磨き、その魅力をた

くさんの人に知ってもらうため、東京宝島事業は今後も続いてい

きます。

参加者の声

東京宝島事業では、普段は関わることの少ない業種の方々とも膝

を付き合わせて議論し、三宅島について考える良い機会になりま

した。一方で、自分たちでゴールを考えるからこそ、会議の進め

方が難しいとも感じました。次年度以降、アクションを実行して

いくにあたっての組織づくりに取り組んでいきたいと思っていま

す。（伊藤 奨さん 一般社団法人アットアイランド・地域コー

ディネーター）
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